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月
日
の
経
つ
の
は
早
い
も
の

で
、
私
た
ち
の
任
期
も
終
わ
ろ
う

と
し
て
い
る
。
４
年
前
、
新
十
津

川
町
で
町
議
会
議
員
選
挙
が
無
投

票
当
選
と
な
っ
た
の
は
初
め
て
の

出
来
事
で
あ
っ
た
。
住
民
に
「
名

前
」
を
書
い
て
も
ら
わ
な
か
っ
た

11
人
は
そ
れ
ぞ
れ
が
決
意
を
胸
に

秘
め
、
議
員
活
動
を
開
始
し
た
。

　

今
議
会
広
報
で
、
４
年
間
の
議

会
活
動
等
を
振
り
返
っ
て
み
る
。

《
議
会
改
革
の
は
じ
ま
り
》

　

全
国
的
に
見
る
と
、
町
村
議
会

議
員
は
50
歳
～
69
歳
の
比
率
が
75

％
を
超
え
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
、

若
年
層
の
少
な
い
職
域
で
あ
る
と

い
え
る
。
年
齢
を
重
ね
る
と
経
験

値
や
賢
明
な
判
断
な
ど
が
身
に
つ

く
一
方
で
、
新
た
な
発
想
に
基
づ

く
果
敢
な
活
動
に
は
消
極
的
と
な

る
人
も
少
な
く
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
栗
山
町
議

会
が
「
議
会
基
本
条
例
」
を
制
定

し
、
開
か
れ
た
議
会
づ
く
り
が
全

国
の
注
目
を
集
め
た
。

　

議
会
改
革
は
「
気
が
つ
い
た
事

か
ら
」「
で
き
る
事
か
ら
」
一
歩

ず
つ
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
の
考
え
に
立
ち
、
本

町
議
会
も
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

《
議
長
、
副
議
長
の
選
任
》

　

こ
れ
ま
で
、
議
長
、
副
議
長
が

ど
の
よ
う
に
選
任
さ
れ
て
い
た
か

を
知
る
人
は
少
な
い
。
議
長
、
副

議
長
は
議
員
間
の
選
挙
で
さ
れ
る

の
で
あ
る
。
議
会
広
報
で
、
立
候

補
者
の
所
信
内
容
や
投
票
結
果
を

公
表
し
た
。

《
議
会
報
告
会
の
開
催
》

　

自
治
体
執
行
部
は
「
ま
ち
づ
く

り
懇
談
会
」
等
を
開
催
し
、「
住

民
参
加
行
政
」
を
積
極
的
に
推
進

し
て
き
た
が
、
議
会
側
は
む
し
ろ

消
極
的
で
あ
っ
た
。
議
長
選
挙
の

公
約
は
「
議
会
は
議
会
自
身
で
住

民
参
加
を
推
進
す
べ
き
」「
住
民

参
加
行
政
は
住
民
の
自
治
意
識
を

高
揚
さ
せ
、
議
会
活
動
の
足
ら
ざ

る
を
補
う
」で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

議
会
報
告
会
が
各
行
政
区
に
出
向

く
形
で
開
始
さ
れ
た
。
ま
た
、
町

内
の
各
種
団
体
と
の
意
見
交
換
会

を
実
施
し
、
住
民
ニ
ー
ズ
の
把
握

に
努
め
、
議
会
活
動
に
取
り
込
ん

だ
。

《
議
会
の
広
報
活
動
充
実
》

　

従
来
、
議
会
開
催
の
お
知
ら
せ

は
防
災
無
線
が
主
で
あ
っ
た
が
、

新
聞
折
込
み
チ
ラ
シ
を
作
成
し
、

審
議
日
程
や
住
民
の
関
心
の
高
い

一
般
質
問
者
や
そ
の
内
容
の
周
知

に
努
め
た
。

《
議
会
傍
聴
者
数
の
低
迷
》

　

議
会
活
動
は
年
４
回
開
催
さ
れ

る
「
本
会
議
」
に
重
き
が
置
か
れ

て
い
る
。
町
長
や
議
員
は
そ
の
や

り
取
り
を
多
く
の
住
民
に
見
聞
き

し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
広
報
活
動
を
充
実
さ
せ
た

成
果
と
し
て
の
傍
聴
者
増
員
に
は

つ
な
が
ら
な
か
っ
た
。

※
平
成
26
年
の
平
均
傍
聴
者
３
人

《
議
論
の
活
性
化
》

　
「
強
い
首
長
、
弱
い
議
会
」
と

揶
揄
さ
れ
る
よ
う
で
は
住
民
に
申

し
訳
な
い
。
議
会
は
住
民
本
位
の

政
策
が
実
行
さ
れ
て
い
る
か
を
監

視
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ

の
た
め
に
は
、
執
行
者
と
の
論
戦

に
よ
り
住
民
ニ
ー
ズ
を
伝
え
る
こ

と
が
必
要
と
な
る
。

　

そ
の
貴
重
な
場
が
一
般
質
問
で

あ
る
。
４
年
間
で
16
回
の
定
例
議

会
が
あ
り
、
議
長
を
除
く
10
人
に

そ
の
機
会
が
あ
る
。
だ
が
、
定
例

会
で
の
平
均
質
問
者
は
３
人
程

度
。
多
く
の
議
員
が
、
こ
う
い
っ

た
機
会
を
活
か
し
て
い
く
こ
と

が
、
住
民
の
福
祉
の
向
上
に
つ
な

が
り
、
議
会
改
革
の
原
動
力
と
な

る
と
思
う
。（

文
責　

青
田　

良
一
）

編
　
集
　
後
　
記

　

今
、
編
集
後
記
を
書
き
な
が
ら

テ
レ
ビ
の
情
報
を
見
て
い
る
、

師
走
の
こ
の
時
期
に
発
生
し
た
二

つ
の
嵐
。

　

一
つ
は
、
冬
の
台
風
（
？
）。

猛
烈
な
暴
風
雪
に
よ
り
、
各
地
で

大
き
な
被
害
が
出
て
い
る
。
自
然

の
な
す
現
象
と
は
い
え
、
改
め
て

そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
は
驚
か
さ
れ

ま
す
。
被
害
を
受
け
た
方
々
に
は

お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

も
う
一
つ
の
嵐
は
、
国
の
最
高

議
決
機
関
で
あ
る
国
会
の
解
散
。

こ
ち
ら
は
人
が
引
き
起
こ
し
た
も

の
で
、
こ
れ
こ
そ
事
前
に
回
避
予

防
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
。
何

を
も
っ
て
そ
の
理
由
を
正
当
化
し

た
の
か
…
…
。
政
党
の
都
合
に
よ

り
国
民
の
必
要
意
識
と
遊
離
し
た

中
で
の
行
為
、
暴
走
と
い
っ
て
い

い
の
で
は
？

　

こ
の
二
つ
の
出
来
事
の
う
ち
、

初
め
の
暴
風
雪
対
策
に
対
し
て
国

は
、
今
の
と
こ
ろ
何
の
コ
メ
ン
ト

も
出
て
い
ま
せ
ん
。
本
格
的
な
冬

に
向
か
い
、
早
い
対
策
と
復
旧
が

必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
さ
せ
ら

れ
ま
す
。

　

年
末
の
出
来
事
か
ら
一
言
。

安
中
経
人

特集 議会は変わったのか？


